
広島に投下された原爆の放射能分析について 

2016年2月21日の我孫子サイエンスカフェで政池が示した    

  

Ａｐｒｉｌ 15, 2018 

政池 明 

広島の土壌の放射能 

のデータを永井泰樹東工大名誉教授が分析して、、 

原爆投下の5日後に残留していた放射性物質を明らかにした。      



原爆投下直後の広島 



横軸：ベータ放射線が透過したアルミ板の厚さ（mm） 
縦軸：その板を透過 して出て来たベータ線の数（毎分）  

原爆投下の5日後、京大大学院生花谷暉一が広島の土壌を採取して 
京都に持ち帰り、放射線（ベータ線）を測定 

    ・ 最高エネルギー： 0.9MeV 

    ・ 半減期      ： 20時間 

 2015年に発見された 

 放射能測定のグラフ 

  

 

 

  

・ 広島放射能の最初の精密測定   

花谷暉一（２４） 

・ 原爆であると断定するのに貢献 



ウラン235 

核分裂生成物 
（放射線を出す） 

核分裂の仕組み 

核分裂生成物 
（放射線を出す） 



・ ウラン235が核分裂すると ヨウ素133が大量に生成される。   
   その大部分は、半減期20.8時間で 1.24MeV のベータ線を 
   放出してキセノン133に崩壊する。    

 2016年サイエンスカフェで話を聞いた永井氏は、広島の   
 土壌から放射線を放出していた元素が何かを調べた。  

花谷らが測定した放射線は主にウラン235の
核分裂によって出来たヨウ素133から放出され
たベータ線であることが明らかになった 

永井泰樹東工大名誉教授の分析 

我孫子サイエンス・カフェの成果!! 

永井泰樹 

・ 土壌から出て来たベータ線のエネルギーが0.9MeV。 
   土壌中でエネルギーが失われているはずだから、原子核  
 から放出されたベータ線の最髙エネルギーは 1.24MeV。 



ウラン235 

ヨウ素133 
    (133Ｉ) 

広島に投下された原爆で放射性ヨウ素133 (133Ｉ)が大量に発生した  

キセノン133（133Ｘｅ） 

ベータ線（電子）を放出 



広島に投下された原爆の核分裂生成物のうち５日後に 

強い放射線を放出した物質は 

                    ヨウ素133 （133Ｉ） 

であったことを永井泰樹が明らかにしたと明記 

「荒勝文策と原子核物理学の黎明」 

2018. 3.31発行 

政池 明 著 

我孫子サイエンスカフェでの話のまとめを記述 

コラム欄 : 



ベータ線のエネルギー測定 

 
 

ベータ線 

アルミ板 
ガイガー・カウンター 


